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安心安全への取り組み
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norm
alization

（
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、「
正

常
化
」
と
い
う
意
味
の
英
語
単

語
で
す
。「
正
常
な
」
と
い
う

意
味
の
英
語
「norm

al

（
ノ
ー

マ
ル
）」
が
派
生
し
た
も
の
で

す
。
社
会
福
祉
に
関
す
る
用
語

と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

新
地
町
は
、
東
日
本
大
震
災

の
津
波
被
害
だ
け
で
な
く
、
原

発
事
故
に
よ
り
多
大
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
被
害
は
、

農
業
や
漁
業
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
産
業
に
お
よ
ん
で
い
ま

す
。
目
に
見
え
る
実
害
が
な
い

と
こ
ろ
で
も
、
風
評
被
害
に
苦

し
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

こ
の
異
常
な
状
況
を
自
ら
の

力
で
打
開
し
、
産
業
の
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
正
常
化
）

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み

が
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
の

て
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

農マライゼーション
normalization（ノーマライゼーション）

農業・漁業の正常化へ

米の収穫量（㌧）の推移

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

3,280

2,410

3,420 3,3303,3003,3203,2703,3003,500

1,980

（㌧）

米の作付面積（㌶）の推移

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

（㌶）
640 628 651 655 669 661 667 660 662

387

震災前は 650 ヘクタール前後の水田で作付けが行わ
れてきましたが、震災により平成 23 年は例年の６
割程度の 387 ヘクタールの作付けでした。

冷夏による不作となった平成 15 年以外は、約 3,300
トン～ 3,500 トンの収穫がありましたが、震災があっ
た平成 23 年は 2,000 トンを下回りました。 駒ヶ嶺地内の水田で稲を見守るカカシ

農業を守りたい。

H24 H25

H24 H25

387
451

513

2,291
2,606



　佐藤さんが耕作する富倉地内の水田は、津
波被害で流失したＪＲ常磐線の沿線にありま
す。同じく津波被害を受け、浸水し、たくさ
んの瓦礫や砂利が流入しました。

「表土をはぎ、除塩作業などの農地復旧事業
を行ったことで、今年、震災後はじめてとな
る収穫をすることができました。収穫した米
は全袋検査を受け、問題なくすべて出荷され
ました」

「まだ機械で耕起するたびに、石やコンクリー
トの破片のようなものが、ゴロゴロと出てき
ます。重機ではどうしても取り除けないもの
もあるのが現状です」

「自分でできることは、自分でやることが大

広報しんち H25.12.5（５） 広報しんち H25.12.5（４）

農
地
を
取
り
戻
す

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波

に
よ
り
町
内
の
約
４
２
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
が
浸
水
し
ま
し

た
。
町
で
は
、
こ
の
被
災
農
地

を
８
地
区
に
分
け
て
、
昨
年
度

か
ら
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。瓦
礫
撤
去
や
均
平
作
業
、

畦
畔
の
整
備
、
用
水
路
・
排
水

路
の
整
備
、
農
道
の
整
備
な
ど

を
総
合
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
は
、
約

１
３
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
事
が

完
了
し
、
平
成
26
年
度
に
は
、

約
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
作
付
け
す

る
計
画
で
す
。
平
成
27
年
度
以

降
に
は
、
約
75
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

安
心
安
全
を
取
り
戻
す

　

原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物

質
の
農
水
産
物
へ
の
影
響
は
、

福
島
県
全
体
の
問
題
と
し
て
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
そ
の
対
策
の
一
つ

と
し
て
、「
新
地
の
恵
み
安
全

対
策
協
議
会
」
を
発
足
し
ま
し

た
。
農
家
や
農
協
関
係
者
ら
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
米
の
全
袋
検

査
や
食
品
の
簡
易
分
析
を
行

い
、
放
射
性
物
質
を
検
査
す
る

こ
と
で
、
消
費
者
に
安
心
安
全

な
こ
と
を
発
信
し
な
が
ら
、
消

費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

生
産
者
だ
け
で
な
く

地
域
全
体
で
発
信
を

　

Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新
地
総
合
支
店

の
岡
田
義
隆
支
店
長
は
「
震
災

か
ら
３
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
生
産
者

の
み
な
さ
ん
の
不
安
は
払
し
ょ

く
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
」「
風
評
被
害
を
減
ら
し
、

震
災
前
の
活
力
あ
る
農
業
を
取

り
戻
す
た
め
に
は
、
生
産
者
だ

け
で
な
く
地
域
全
体
で
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
」「
消
費
者

の
み
な
さ
ん
に
、
新
地
産
の
安

心
安
全
な
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
」
と
地
域
全
体
で
の

取
り
組
み
の
必
要
性
を
話
し
て

い
ま
す
。

農業をとりまく課題と
解決へ向けた新たな挑戦

全
袋
検
査
で

安
全
性
を
確
認

　

町
内
で
収
穫
さ
れ
た
米
の
全

袋
検
査
は
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新

地
総
合
支
店
の
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
９
月
下
旬
か
ら
実

施
さ
れ
、
１
日
あ
た
り
約
１
，

３
０
０
袋
～
約
１
，
５
０
０
袋

の
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
、
全
自
動
で
行
わ
れ

ま
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
米
は
、
１
袋
ず

つ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
ら

れ
、
放
射
性
物
質
検
査
機
の
中

を
通
過
す
る
こ
と
で
、
袋
に

入
っ
た
ま
ま
放
射
線
量
の
測
定

が
で
き
ま
す
。

　

収
穫
期
に
は
、
毎
日
大
量
の

米
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
今
年

度
は
昨
年
度
と
同
じ
く
、
す
べ

て
不
検
出
で
、
安
心
安
全
な
米

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
う

え
で
、
町
内
外
に
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

ＪＡそうま新地総合支店
岡田　義隆　総合支店長

農地復旧工事

農マライゼーション
－農林水産業の正常化へ－

広報しんち H25.12.5（４）

生
産
者
だ
け
で
な
く

岡田　義隆　総合支店長

農家
佐藤　成行さん（富倉）

農家の取り組み 全袋検査

「自分でできることを
　徹底的にやりたい」

事。徹底的にやり
たい」と田に入り、
来年の作付けにむ
けて石を一つひと
つ拾い集めていま
した。

津波被害で瓦礫が堆積した農地

重機を使い、瓦礫撤去や均平作業などを行
います

除塩などで塩分濃度が下がると、農地
として利用できるようになります

農家から運ばれた米は１俵
ずつ検査にかけられます

ベルトコンベアーを流れ、機械の中を
通過すると、放射線量が計測されます

作業は機械で自動化され、
効率的に検査が行われてい
ます水田の石を拾う佐藤さん



広報しんち H25.12.5（６）

相馬双葉漁業協同組合新地支所

小野　重美　支所長

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波

被
害
で
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組

合
新
地
支
所
所
属
の
17
隻
の
漁

船
が
流
失
し
た
も
の
の
、
沖
に

避
難
し
た
34
隻
の
船
は
被
害
を

免
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
漁
港
施
設
の
被
災

や
原
発
事
故
に
よ
る
影
響
な
ど

か
ら
、
県
漁
連
で
は
、
県
内
沿

岸
部
の
操
業
を
一
部
の
魚
種
を

対
象
と
し
た
試
験
操
業
を
除

き
、
全
て
自
粛
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
市
場
に
流
通
し
て
い
る

福
島
県
産
と
表
示
さ
れ
て
い
る

水
産
物
は
、
試
験
操
業
に
よ
り

漁
獲
さ
れ
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
で
安
全
が
確
認
さ
れ
た

も
の
や
、
県
か
ら
離
れ
た
海
域

で
漁
獲
さ
れ
た
後
、
県
内
漁
港

に
水
揚
げ
さ
れ
、
検
査
を
受
け

て
安
全
が
確
認
さ
れ
た
も
の
な

ど
で
す
。

漁
の
再
開
へ
向
け

設
備
の
復
旧
が
進
む

　

漁
業
の
再
開
に
向
け
て
、
地

震
・
津
波
被
害
を
受
け
た
釣
師

浜
漁
港
や
漁
業
施
設
な
ど
の
復

旧
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

船
を
停
め
る
た
め
の
岸
壁

は
、
こ
れ
ま
で
震
災
の
影
響
で

沈
下
・
損
壊
し
、
停
泊
す
る
に

は
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
か
さ
上

げ
し
、
安
全
に
停
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
戸
浜
地
内
の
安
波

神
社
北
側
に
は
、
修
理
等
の
た

め
に
船
を
陸
に
揚
げ
る
た
め
の

上
架
場
を
再
建
し
て
い
ま
す
。

試
験
操
業
で

安
全
性
を
確
認
し
た
い

　

漁
協
新
地
支
所
の
小
野
重
美

支
所
長
は
「
漁
業
は
ま
だ
先
行

き
が
見
え
に
く
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。
試
験
操
業
以
外
で
漁
の

自
粛
が
続
く
中
、
震
災
後
か
ら

行
っ
て
き
た
海
中
の
瓦
礫
撤
去

作
業
も
終
了
し
、
船
は
あ
っ
て

も
操
業
す
る
こ
と
が
、
ほ
と
ん

ど
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

試
験
操
業
で
は
、
決
め
ら
れ

た
一
部
の
魚
以
外
は
取
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
少
し
ず
つ
操
業
対
象
と

な
る
魚
種
も
増
え
て
お
り
、
試

験
的
で
は
あ
り
ま
す
が
操
業
で

き
る
機
会
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

取
っ
て
調
べ
て
み
な
け
れ

ば
、
ど
の
魚
に
ど
の
く
ら
い
の

影
響
が
出
て
い
る
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。き
ち
ん
と
検
査
し
て
、

消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
安
全
性

を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
」
と
漁
業
の

現
状
を
話
し
て
い
ま
す
。

漁業をとりまく課題と
解決へ向けた新たな挑戦

農マライゼーション
－農林水産業の正常化へ－

津波で損壊した防波堤

フローティングドックと呼ばれる海面に
浮いた水槽の中で、ケーソンを作ります

ケーソンを設置場
所まで船で運び、
そこで中に石など
を入れ重くして沈
めた後、コンク
リートのふたをし
てできあがりです

防波堤再建
（相馬港沖）

復旧工事が行われている釣師浜漁港の岸壁に並ぶ漁船

上架設備の再建工事も始まっています

　小野さんは観音丸の船主で、新地町船主会
の会長をつとめています。

「震災当初は、操業自粛で魚をとることはで
きませんでしたが、10 月にはシラスが試験
操業の対象となるなど、徐々に採取できる魚
の種類も増えてきました。近々、マガレイも
対象となる予定です。試験操業を行い魚を採
取しなければ、モニタリング検査も行えず漁
も再開できませんので、魚種の拡大は、漁業
の再開に向けた明るいきざしだと思います」

「後継者となる漁師の若者の中には、本格的
な漁ができない現在、別の仕事に就いている
人も多くいます。後継者の確保は今後の課題
です」「町の復興には、浜が活気づくことが

新地町船主会会長
小野　春雄さん

漁師の取り組み

「浜が活気づくことが
　町の復興につながる」

必要です。一日も
早く、漁が再開で
きることを願って
います」

使用する日を待つ漁具を見つめる小野さん

相馬港を波から守るための沖防波堤の復旧は、国土
交通省が行っています。
ケーソンと呼ばれるコンクリート製の箱を作り、船
でえい航して、設置場所に運びます。そして、箱の
中に石などを入れて重くし、コンクリートのふたを
したケーソンを並べることで、防波堤が完成します。
相馬港沖防波堤は、平成 28年３月に復旧工事を完
了する予定です。



試
験
操
業
で

震
災
後
初
の

シ
ラ
ス
水
揚
げ

　

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
に

よ
る
シ
ラ
ス
の
試
験
操
業
が
10

月
11
日
、
新
地
町
か
ら
南
相
馬

市
に
か
け
て
の
沿
岸
か
ら
約
10

㎞
の
海
域
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
か

ら
、
本
格
的
な
漁
が
で
き
な
い

状
況
が
続
く
な
か
で
、
こ
の
日

の
シ
ラ
ス
漁
は
、
お
よ
そ
３
年

ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
漁
協
所
属
の
漁
船
が
、
釣

師
浜
漁
港
か
ら
11
隻
、
相
馬
市

の
松
川
浦
漁
港
か
ら
30
隻
、
南

相
馬
市
の
真
野
川
漁
港
か
ら
４

隻
の
合
計
45
隻
が
操
業
し
ま
し

た
。

　

漁
船
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
港
を

午
前
４
時
ご
ろ
に
一
斉
に
出
港

し
、操
業
海
域
内
で
漁
を
実
施
。

釣
師
浜
漁
港
と
松
川
浦
漁
港
に

水
揚
げ
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
暗
い
中
、
釣
師
浜
漁
港

で
は
、
漁
師
の
み
な
さ
ん
が
集

合
し
、
漁
の
準
備
を
開
始
。
船

の
ラ
イ
ト
を
つ
け
、
網
や
道
具

を
積
み
込
み
、
船
の
エ
ン
ジ
ン

を
ス
タ
ー
ト
。

　

漁
協
新
地
支
所
の
小
野
重
美

支
所
長
は
漁
師
の
み
な
さ
ん
を

前
に
「
久
し
ぶ
り
の
シ
ラ
ス
漁

と
な
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ

け
て
の
ぞ
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　

沖
で
約
５
、６
時
間
操
業
し
、

釣
師
浜
漁
港
に
帰
港
し
た
漁
船

は
、
午
前
９
時
30
分
ご
ろ
か
ら

水
揚
げ
し
ま
し
た
。
釣
師
浜
漁

港
へ
の
魚
の
水
揚
げ
は
、
震
災

後
初
め
て
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
釣
師
浜
、
松
川

浦
漁
港
合
わ
せ
て
約
３
．
７
ト

ン
の
シ
ラ
ス
が
水
揚
げ
さ
れ
ま

し
た
。

検
査
で
安
全
性
を
確
認

　

水
揚
げ
さ
れ
た
シ
ラ
ス
は
、

漁
協
の
検
査
室
で
放
射
性
物
質

検
査
を
受
け
ま
し
た
。
生
と
加

工
し
た
状
態
で
検
査
を
受
け
、

と
も
に
不
検
出
（
検
出
限
界
値

未
満
）
だ
っ
た
た
め
、
県
内
外

の
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

Challenge　前進あるのみ農マライゼーション
－農林水産業の正常化へ－

安心安全な特産品を発信

味菜クラブでは、新地産の農産物を使って、加工品など
を作っています。使用する農産物は、スクリーニング検
査をして、基準値をクリアしたものです。
最近では、特産品のイチジクを使った「焼き肉のタレ」
を考案し、商品化に向けて話し合いを重ねています。11
月 10 日に開催された復興産業まつりでは、このタレで
味付けされた焼き肉がふるまわれ、とても好評でした。
このほか、パウンドケーキなどのお菓子類や、弁当・惣
菜なども定期的に作っています。

味菜クラブ
AJISAI-CLUB

会員数：22 名
代表：林ナミ子（上真弓）
得意分野：加工品開発

根っこの会
NEKKONO-KAI

会員数：16 名
代表：齋藤一（沢口）
得意分野：地産地消

根っこの会は、福田地域の方々をメンバーに、地産地消
の取り組みを行っています。
震災前には、町内の保育所や小学校に、自分たちが作っ
た野菜を提供したり、秋には子どもたちとサツマイモ掘
りなどを行ったりして、食育を通して地産地消の大切さ
を伝える活動などを行ってきました。
また、先月開催された復興産業まつりや福田諏訪神社の
例大祭では、手打ちそばを来場者にふるまい、大好評で
した。

　

町
内
で
は
、
全
袋
検
査
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど
の
放

射
性
物
質
検
査
で
安
全
性
が
確

認
さ
れ
た
農
水
産
物
を
使
っ
た

加
工
品
づ
く
り
や
、
地
産
地
消

の
取
り
組
み
を
行
う
団
体
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、「
味
菜
ク
ラ

ブ
」
は
、
新
地
産
の
農
産
物
を

使
っ
た
加
工
品
作
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
イ
チ
ジ

ク
を
使
っ
た「
焼
き
肉
の
タ
レ
」

を
考
案
し
、
商
品
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。ま
た
、「
根
っ
こ
の
会
」

は
、
自
分
た
ち
の
畑
で
と
れ
た

作
物
を
使
っ
た
地
産
地
消
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

試験操業の準備
操業を前の漁師のみなさんを激励する
小野支所長５，６時間の操業後、帰港した船水揚げ作業水揚げされたシラストラックで松川浦漁港へ

松川浦漁港 新地・相馬で水揚げされたシラス 漁協検査室 検査にかけられる 結果を確認する担当職員 不検出であることを確認
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新
た
な
取
り
組
み
で

生
産
意
欲
を
向
上
さ
せ

農
地
保
全
に
つ
な
げ
る

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、
風
評

被
害
等
に
遭
い
な
が
ら
も
、
生

産
者
の
み
な
さ
ん
が
、
活
力
あ

る
産
業
の
再
建
に
む
け
て
懸
命

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
販
売
量
が
向

上
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
生
産
意

欲
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

生
産
意
欲
の
向
上
は
、
生
産

規
模
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
や
農
地
保
全

な
ど
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

杉
目
地
区
の
方
々
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
「
自
遊
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
一
般
的
に
消
毒
や
肥
料

が
必
要
な
く
、
栽
培
に
手
間
が

か
か
ら
な
い
と
さ
れ
る「
ソ
バ
」

や
「
菜
種
」
を
栽
培
し
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を

飼
育
し
て
、
ソ
バ
の
花
や
菜
の

花
を
受
粉
さ
せ
な
が
ら
ハ
チ
ミ

ツ
を
収
穫
す
る
と
い
う
、
一
石

二
鳥
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
ソ
バ
の
実
は
、

手
打
ち
そ
ば
な
ど
に
、
菜
種
は

菜
種
油
な
ど
に
利
用
し
た
い

と
、
“
農
地
を
活
用
し
た
”

生
産
活
動
に
も
意
欲
的
で
す
。
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新
た
な
農
林
水
産
業
の
形
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
６
次
産
業
化
」
で
す
。

　

６
次
産
業
化
と
は
、
第
１
次

産
業
の
農
水
産
業
に
、
加
工
な

ど
の
第
２
次
産
業
、
流
通
・
販

売
な
ど
の
第
３
次
産
業
を
一
体

化
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
水
産
業

を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

第
１
次
産
業
の
生
産
者
ら

が
、
自
ら
が
生
産
し
た
も
の
を

活
用
し
、
流
通
・
販
売
ま
で
を

行
っ
た
り
、
新
た
な
付
加
価
値

付
け
て
売
り
出
す
こ
と
で
、
第

１
次
産
業
を
活
発
化
さ
せ
ま

す
。

６
次
化
の
取
り
組
み

ぞ
く
ぞ
く

　

町
内
で
も
、
こ
う
し
た
６
次

化
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

野
菜
農
家
な
ど
で
組
織
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
園
芸
部
会
新
地

支
部
で
は
、特
産
品
の
「
に
ら
」

や
「
ね
ぎ
味
噌
」
な
ど
を
使
っ

た
「
か
り
ん
糖
」
を
開
発
し
ま

し
た
。
東
京
都
に
あ
る
株
式
会

社
旭
製
菓
と
共
同
開
発
し
た
も

の
で
す
。

　

震
災
後
、
復
興
支
援
を
通
し

て
、
新
地
町
と
西
東
京
市
の
交

流
が
あ
り
、
同
市
に
本
社
・
工

場
を
構
え
る
旭
製
菓
と
つ
な
が

り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
開
発

の
き
っ
か
け
で
す
。

　

こ
の
「
か
り
ん
糖
」
プ
ロ

　

数
多
く
あ
る
町
の
特
産
品
の

中
で
も
、
農
業
分
野
に
お
け
る

成
長
株
と
し
て
大
き
な
期
待
を

集
め
て
い
た
ニ
ラ
は
、
風
評
被

害
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
出
荷

量
・
販
売
量
は
激
減
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
震
災
か
ら
３

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
現

在
で
は
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん

の
地
道
な
生
産
活
動
に
よ
り
、

出
荷
量
は
震
災
前
の
約
８
割
ま

で
回
復
し
て
お
り
、
県
内
だ
け

で
な
く
、
宮
城
県
の
市
場
に
も

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
産
品
を
扱
う
生
産
者
の
み

な
さ
ん
は
、
ニ
ラ
同
様
、
風
評

被
害
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
産

業
再
生
へ
む
け
て
前
へ
と
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

農マライゼーション
－農業の正常化へ－

６次産業化
新しい農林水産業のカタチ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
食
文
化
・

食
産
業
の
復
興
支
援
と
し
て
、

大
手
飲
料
・
食
品
メ
ー
カ
ー
の

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
げ

た
「
復
興
応
援
キ
リ
ン
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
助
成
を
受
け
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

味
の
種
類
が
複
数
あ
り
、
新

地
産
の
ニ
ラ
を
混
ぜ
た
「
ニ
ラ

味
」
や
、
ね
ぎ
味
噌
を
混
ぜ
た

「
ね
ぎ
味
噌
味
」
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ラ
味
は
、
七
味
唐
辛
子
が
き

い
た
、
ピ
リ
ッ
と
辛
い
「
お
と

な
味
」
と
、
ニ
ラ
独
特
の
臭
み

を
抑
え
た
「
こ
ど
も
味
」
の
２

パ
タ
ー
ン
あ
り
ま
す
。

　

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
復

興
産
業
ま
つ
り
で
は
、
先
着
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
来
場
者
に
配

ら
れ
、
新
た
な
町
の
銘
菓
が
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
Ｊ
Ａ
の
店
舗
や
あ

ぐ
り
や
な
ど
の
町
内
商
店
で
販

売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
特
産
の
リ
ン
ゴ
や

ト
マ
ト
、
そ
ば
な
ど
を
使
っ
た

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
開
発
す
る
予
定

で
す
。

１次×２次×３次＝

ＪＡそうま北部営農センター新地支所
　門馬　英綱  支所長（左）・

荒　智信  課長補佐（右）

ＪＡそうま園芸部会新地支部長
　林　隆雄さん・ナミ子さん（上真弓）

風評被害に負けない安心安全な野菜を作ってもらう
とともに、農家のみなさんの所得向上につながるよ
うに、園芸部会新地支部が取り組むかりん糖プロジェ
クトをサポートしています。
キリン絆プロジェクトなどの支援を受けてできあ
がったかりん糖で、６次化を実現し、震災前以上の
活力ある農業を取り戻します。
新地町の新しい銘菓をよろしくお願いします。

震災後、風評被害などもあり、ニラの売れ行きが落
ち込むと同時に、生産者の多くは生産意欲も落ち込
んでいたと思います。そうした中で、新地町が西東
京市と交流があったことがきっかけで、同市でかり
ん糖製造を行っていた旭製菓との共同開発が実現し
ました。
現在では、ニラの値段も回復してきています。さらに、
新たな挑戦で前向きになれました。新地のニラの魅
力を多くの人に伝えます。
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地
域
資
源
を
見
直
す

　

新
地
町
特
産
品
振
興
協
議
会

の
後
藤
顯
一
会
長
は
、
自
ら
が

手
が
け
た
地
酒
「
鹿
狼
山
」
を

特
産
品
化
し
た
経
験
な
ど
か
ら

「
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
新
た

な
物
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
労
力
の
要
る
こ
と
で

す
。
原
点
に
帰
っ
て
、
こ
れ
ま

で
に
あ
っ
た
町
の
地
域
資
源
を

見
直
す
こ
と
か
ら
、
特
産
品
作

り
は
始
ま
り
ま
す
。
一
つ
の
こ

と
を
長
く
続
け
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
新
し
く
生
ま

れ
た
商
品
も
、
地
域
全
体
で
支

援
を
す
る
こ
と
で
町
の
特
産
品

と
し
て
定
着
し
て
い
く
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

新地町特産品振興協議会
後藤顯一会長

かりん糖は 50g 入りと
100g 入りの２種類あります



新地の魅力ここに集結

同時開催された「健康福祉まつり」では、健康優良者の
表彰や健康相談コーナーなどが、「図書館まつり」では読
書感想画コンクール表彰式などが、「保育展」では子ども
たちの絵画の展示が行われました。

人
と
産
業
の
チ
カ
ラ
あ
ふ
れ
る復興産業まつりが 11 月 10 日、役場前広場などを会場に

開催され、大勢の来場者でにぎわいました。
特産のニラを練り込んだ新しいお菓子「ニラかりん糖」や、
米、卵などの先着プレゼント、ニラキムチ汁の無料試食
コーナーなどには、長蛇の列ができていました。
また、天真馬陵玄武のみなさんや、尚英中生徒によるよ
さこい演舞が披露され、会場を盛り上げました。 復興産業まつり
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第 25 回ふくしま駅伝が 11 月 17 日、白河市をスタートし、福島県庁を
ゴールとする 16 区間 95.1 キロメートルのコースで開催されました。
新地町チームの選手たちは、沿道の応援にこたえる力走を見せ、総合
39 位（５時間 47 分 50 秒）の成績を記録しました。

ご声援ありがとうございました



　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
町
の
発
展
に
活
躍
さ
れ

た
方
々
を
表
彰
す
る
「
新
地
町
功
労
者
表
彰
式
」
が

11
月
１
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
自
治
功
労
、
産
業
振
興
功
労
、
社
会
福

祉
功
労
の
３
名
の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
称
え

町
功
労
者
を
表
彰表彰名 氏　　名 略　　歴

自治功労
後藤　桂一　氏
（79歳・新町）

平成７年から多年にわたり新地
町選挙管理委員会委員を務め、
平成 15 年からは同委員長職務
代理者、平成 18 年からは同委
員長として活躍され、地方自治
の発展に寄与した。

産業振興功労
目黒　靜雄　氏
（66歳・富倉）

昭和 56 年から新地町農業協同
組合理事、平成８年から平成
21 年までそうま農業協同組合
理事として活躍され、地域農業
の発展に寄与した。

社会福祉功労
水戸　修子　氏
（64歳・新地町）

平成９年から現在まで、多年に
わたり新地町主任児童委員とし
て保護指導活動に精励され、社
会福祉の向上に寄与した。

前列左から菊地正文町議会副議長、水戸修子氏、後藤桂一氏、目黒靜雄氏、加藤憲郎町長
後列左から水戸樹一氏、目黒美記子氏
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水戸修子さんに知事感謝状

八巻円さんに県社会福祉大会会長表彰
　福島県社会福祉大会が 11 月 15 日、相馬市民会館

で開催され、新地町主任児童委員の２名が表彰されま

した。

　同委員を 16 年つとめている水戸修子さんには県知

事感謝状が、15 年の八巻円さんには県社会福祉大会

会長表彰がそれぞれ贈られました。

　同日、水戸さんと八巻さんは、町民生児童委員会の

菅野喜一会長とともに町役場を訪れ、加藤町長に受章

を報告しました。

左から菅野会長、八巻さん、水戸さん、加藤町長

　町は、相馬港４号ふ頭に液化天然ガス（LNG）施

設の建設を決定した石油資源開発株式会社及び福島

県と相馬港 LNG 基地立地に関する基本協定を締結

しました。

　11 月 29 日に県庁で行われた締結式には、佐藤雄

平福島県知事、加藤憲郎新地町長、石油資源開発㈱

の渡辺修社長が出席し、LNG 基地立地計画を円滑に

促進することを目的とした協定書を交わしました。

渡辺社長が「福島県や新地町と協力し、復興に役立

つため全力を尽くしたい。」と決意を述べ、佐藤知

事は「本県復興の大きな要となる。復興の加速化を

期待したい。」と、加藤町長は「地域全体で雇用も

生まれ、復興の大きな希望となる。」と歓迎の言葉

を述べました。

　石油資源開発㈱では、LNG 基地のほか、相馬港４

号ふ頭から宮城県名取市まで約 40㎞にわたるパイ

プラインも建設する予定です。

左から加藤町長、渡辺社長、佐藤知事、石井専務

【施設立地計画概要】

立地用地
（名　称）相馬港４号ふ頭地区
（所在地）新地町駒ヶ嶺字今神 159 地内

施設用地
計画面積

約１９．４ha

施設建設
計画

施設建設予定時期　　
平成 26 年 11 月着工／平成 30 年 3 月操業

稼働計画

①取扱品目　液化天然ガス
②取扱用途　県内及び東北各地の事業所
　　　　　　へのエネルギー供給
③取扱数量　当面：年間約７０万 KL
④貨物の取扱状況
埋立護岸前面に専用のバースを建設し、配管を
通じて施設内タンクに貯蔵する。
施設において気化し、施設に接続するパイプラ
インを通じて需要家へ供給する。
施設において内航船及び専用タンクローリー
車に積込後、同船舶及び同車輌にて需要家へ供
給する。

設備投資
概算額

施設建設を含めた投資概算総額

約６００億円

相馬港 LNG基地建設
町・県・石油資源開発㈱で
基本協定を締結



SHINCHI TOWN NEWS まちの話題

　静岡県の清水災害ボランティアネットワークの
みなさんが 10 月 25 日から 27 日にかけて新地町
を訪れ、作田仮設住宅とすずめ塚仮設住宅のみな
さんに足湯を提供したり、静岡県のＢ級グルメと
して有名な手作りの富士宮焼きそばをふるまうな
どして、交流しました。
　同ネットワークのみなさんは、定期的に町内の
仮設住宅などを訪れ、町民のみなさんと親睦を深
めています。

仮設住宅で交流を深める
清水災害ボランティアネットワーク　10/25~27

　新地ライオンズクラブは 10 月 29 日、町にマイ
クロバス１台を寄贈しました。
　子どもからお年寄りまで、多くの町民のみなさ
んに利用してもらい、復興に向けた町の足となっ
てほしいと、復興支援のために贈ったものです。
　町では、いただいたマイクロバスを学校の児童・
生徒や各種団体のみなさんが利用できるようにし
ます。
　同日行われた贈呈式には、同クラブの安田清克
会長はじめ、メンバーのみなさん、加藤町長らが
出席しました。

支援マイクロバス寄贈
新地ライオンズクラブ　　　　　　　　　10/29

杵と臼でもちつき体験
新地小もちつき交流会　　　　　　　　　　11/1

広報しんち H25.12.5（17） 広報しんち H25.12.5（16）

　新地小歴代ＰＴＡ会長・校長会の主催の新地小
もちつき大会が 11 月１日、同小体育館で開催さ
れました。
　３年生と６年生の児童が、ＰＴＡ関係者の指導
のもと、臼と杵を使って力いっぱいもちつきをし
ました。できあがったもちは、きなことあんこを
からめて、全校児童で食べました。 
　今回使用したもち米、きなこ、あんこは、ＪＡ
バンク福島とそうま農業協同組合から提供を受け
たものです。もち米は、放射性物質検査で基準値
をクリアした地場産のものを使用しました。

復興に花咲かせて
福島県相双日本花の会　　　　　　　　　　11/5

　福島県相双日本花の会は 11 月５日、新地町に
桜の苗木２００本を寄贈しました。 寄贈した桜は、
ジンダイアケボノ、コシノヒガン、カンザンの３
品種。 
　会長の鈴木洋一さんと会員の小林伸八郎さんが
町役場を訪れ、加藤町長に目録を手渡しました。 
　鈴木会長は「ぜひ新地町で花を咲かせて復興に
役立ってほしい」と話しました。 
　またこの日、同会と縁のある小林智子さんから
ヨウコウザクラの苗木１００本もあわせて寄贈さ
れました。（合計３００本寄贈） 

　新地町スポーツ激励金交付式が 11 月 22 日、町
役場で行われ、第 33 回東北ブロックスポーツ少
年団柔道交流大会の団体戦に出場する安田柔道ス
クールスポーツ少年団の加藤光貴くん（尚英中２
年）と荒洋介くん（同１年）の２名に、加藤憲郎
町長から激励金が贈られました。
　
※加藤くんは、11 月 10 日に行われた県中学新人
柔道大会で、優勝というすばらしい成績をおさめ
ています。

柔道の加藤くんと荒くんを激励
スポーツ激励金交付式　　　　　　　　　11/22

　新地町被災高齢者共同住宅の竣工式が 11 月６
日、同住宅前広場で行われました。
　共同住宅は木造平屋建て３棟で２DK が７戸、
３DK が 15 戸の合計 22 戸です。小川地区の地場
産市場「あぐりや」の向側に完成しました。
　式では、加藤憲郎町長から入居者代表にカギが
引き渡されたほか、加藤町長、目黒靜雄町議会議
長、赤十字社の関係者のみなさんらで、テープカッ
トや除幕をして、被災された方々の新たな住まい
再建を祝いました。

被災高齢者共同住宅が完成
竣工式　　　　　　　　　　　　　　　　11/6

巾着袋ありがとう
滋賀県竜王町　　　　　　　　　　　　　

　震災支援をいただいている滋賀県竜王町に住む
杉本美幸さんから、被災地の応援にと、たくさん
の巾着袋が届きました。
　杉本さんは 92 歳と高齢ながらも、ハギレをミ
シンでつなぎ合わせて巾着袋を作りました。
　杉本さんは「東北人の優しい心と、粘り強い力
があれば、復興も成し遂げられます」と応援のメッ
セージを寄せています。
　町では、あたたかい気持ちのこもった巾着袋を
仮設住宅のみなさんへ配布しました。

福田地区推進協議会に知事表彰
青少年健全育成　　　　　　　　　　　　11/20

　新地町青少年健全育成町民会議福田地区推進協
議会が 11 月 20 日、日ごろから青少年の健全な
育成のために積極的に活動していることが認めら
れ、県知事表彰を受賞しました。
　同協議会では、子どもたちが参加するさまざま
なイベントなどを開催し、青少年の健全育成に積
極的に取り組んでいます。
　この日、福島県文化センターで開催された第 36
回福島県青少年健全育成推進大会で表彰されまし
た。
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暮らしの情報

i nformation
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町
立
小
学
校

　
臨
時
職
員
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
立

小
学
校
の
臨
時
用
務
員
及
び
臨

時
調
理
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格

・
用
務
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
調
理
員

調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
方
。

（
平
成
25
年
12
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

雇
用
期
間

１
月
６
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間　

８
時
～
16
時
30
分

賃
金　

町
の
規
定
す
る
金
額

勤
務
場
所　

各
小
学
校

選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
必

要
に
よ
り
面
接

募
集
期
間

12
月
５
日
㈭
～
20
日
㈮

申
込
手
続　

　

履
歴
書
を
新
地
町
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

（
☎
�
４
４
７
７
）

　
保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館

　
臨
時
職
員
登
録
者
募
集

　

町
で
は
、保
育
所
臨
時
職
員
、

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・
補
助
員
、

児
童
館
臨
時
職
員
の
登
録
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
所
臨
時
職
員
】

応
募
資
格
・
賃
金

・
臨
時
保
育
士

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

７
，
６
０
０
円
／
日

・
保
育
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金　

６
，
０
０
０
円
／
日

・
臨
時
調
理
員

調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

６
，
３
０
０
円
／
日

・
調
理
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金　

調
理
師
資
格
有

６
，
３
０
０
円
／
日

調
理
師
資
格
無

６
，
０
０
０
円
／
日

勤
務
場
所　

町
内
各
保
育
所

【
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・
補
助

員
】

応
募
資
格
・
賃
金

・
指
導
員

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

学
校
教
員
の
資
格
を
有
す
る

方
（
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

９
０
０
円
／
時
間

・
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金　

８
０
０
円
／
時
間

勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
～
土
曜
日
の
う
ち
５
日
以

内平
日　

13
時
～
18
時

土
曜
日
・
学
校
休
校
日　

８
時
～
13
時
／
13
時
～
18
時

勤
務
場
所　

町
内
各
児
童
ク
ラ
ブ

雇
用
予
定
人
員　

若
干
名

【
児
童
館
臨
時
職
員
】

応
募
資
格
・
賃
金

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

学
校
教
員
の
資
格
を
有
す
る

方
（
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

賃
金　

７
，
６
０
０
／
日

勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
～
土
曜
日
の
う
ち
５
日
間

（
土
曜
日
は
隔
週
勤
務
）

９
時
30
分
～
18
時
15
分

勤
務
場
所　

児
童
館

雇
用
予
定
人
員　

１
名

そ
の
他　

新
地
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
を
兼
務
し
ま
す
。

◆
共
通
事
項

登
録
期
間

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27

年
３
月
末
日

雇
用
期
間

６
ヶ
月
以
内
（
た
だ
し
、
こ
の

期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

登
録
・
選
考
方
法

書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
雇

用
の
際
に
勤
務
日
・
場
所
等
を

相
談
し
ま
す
。

受
付
期
間

12
月
５
日
㈭
～
20
日
㈮

申
込
手
続

　

役
場
総
務
課
で
交
付
す
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
便
に
よ
り
申
込
用
紙
を
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
○
○
登
録
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
宛
名
明
記
の
定
形
返

信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
�
２
１
１
１
）

　
新
地
町
奨
学
生
募
集

　

町
で
は
、
平
成
26
年
度
奨
学

生(

平
成
26
年
４
月
よ
り
貸
付

開
始
）
を
募
集
し
ま
す
。
新
地

町
に
住
所
が
あ
る
学
生
・
生
徒

で
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が

困
難
な
方
に
、
奨
学
資
金
を
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
額
（
一
人
・
月
額
）

①
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）

以
上
の
在
学
者３

０
，
０
０
０
円

②
高
等
専
門
学
校
、
修
学
年
限

２
年
以
上
の
専
修
学
校
在
学
者

２
０
，
０
０
０
円

③
高
等
学
校
在
学
者

１
５
，
０
０
０
円

貸
付
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の

修
業
期
間
（
す
で
に
在
学
中
の

場
合
は
平
成
26
年
４
月
以
降
の

修
学
期
間
）

奨
学
金
の
返
済　

　

卒
業
、
又
は
貸
付
期
間
満
了

後
、
貸
付
月
数
の
３
倍
の
期
間

内
に
総
額
（
無
利
子
）
を
月
賦

で
返
済
。

申
込
期
限

一
次　

平
成
25
年
12
月
20
日
㈮

最
終　

平
成
26
年
３
月
７
日
㈮

申
込
方
法

　

教
育
総
務
課
（
役
場
３
階
）

に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
連
帯

保
証
人
２
名
（
印
鑑
証
明
書
・

納
税
証
明
書
添
付
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

（
☎
�
４
４
７
７
）

　
建
物
を

　
取
り
壊
し
た
と
き
は

　
滅
失
届
を
忘
れ
ず
に

　

建
物
（
家
屋
）
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

ま
た
は
年
内
に
取
り
壊
す
予
定

の
あ
る
方
は
、「
家
屋
滅
失
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

取
り
壊
し
た
建
物
（
家
屋
）

に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
か
ら
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
が
、
届
け
出
が
な
い
と

課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
建

物
（
家
屋
）
を
取
り
壊
し
、
年

内
に
法
務
局
で
建
物
滅
失
登
記

が
完
了
す
る
場
合
は
、
届
け
出

は
不
要
で
す
。
滅
失
登
記
を
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
こ

ち
ら
は
法
務
局
で
の
手
続
き
と

な
り
ま
す
）。

◎
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
☎
�
２
１
１
９
）

　
相
馬
税
務
署
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の

事
業
所
得
（
農
業
等
）、
不
動

産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計

額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
方

に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
が
生
ず

る
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所

得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方

を
含
み
ま
す
。）
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

や
記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp)

に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
税
務
署

（
☎
㊱
３
１
１
１
）

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

運動のスローガン
「光ります　ルールとマナーと　反射材」

期間
　12 月 10 日㈫～平成 26 年１月７日㈫

運動の基本
　高齢者の交通事故防止
運動の重点

・夕暮れ時と夜間の交通事故防止（特に、反射
　材用品等の着用の推進）

・飲酒運転など悪質・危険な運転の根絶
・全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
　トの正しい着用の徹底

◎問い合わせ　町民課（☎�２１１６）

年末一斉防犯診断を実施します

　新地町防犯協会では、12 月下旬に年末一斉
防犯診断を実施します。みなさんのお宅を訪
問し、戸締まりなどの防犯対策を呼びかけま
す。
◎問い合わせ　町民課（☎�２１１６）



ご冥福をお祈りします
（平成 25 年 10 月 21 日～平成 25 年 11 月 20 日）

（名前）（年齢）（地区）　（名前）（年齢）（地区）

大堀ヨシ子 92 歳 　岡　　横山マサコ 80 歳 明　地

林　ユキノ 90 歳 上真弓　森　　あき 95 歳 小　川

寺島　悦子 81 歳 大戸浜　加藤　ヒサ 88 歳 原相善

菊地モモヨ 88 歳 富　倉　目黒　京子 57 歳 杉　目

佐藤　斐子 88 歳 富　倉　千葉　ヒデ 93 歳 　岡　

荒　　　馨 84 歳 埓　浜　太田　則子 72 歳 高　田

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

人口　/　7,988 人（＋ ８）

　男　/　3,962 人（＋ ７）

　女　/　4,026 人（＋ １）

世帯数 /　2,605 世帯（＋ ２）

11 月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

誕生おめでとう
（平成 25 年 10 月 21 日～平成 25 年 11 月 20 日）

  （子ども）　　　 （親）　 　     （地　区）

  梨
り ん か

花　 只野秀明・奈保子   渋　民

  帆
ほ く と

空斗　 加藤孝佳・智子   　新地町

  悠
ゆ う し ん

臣　 秋葉範博・かすみ   深　町

  麻
ま さ と

識　 渡邊卓嗣・千保   　大戸浜

  　潤
じゅん

　　 泉沢誠・かすみ   　新地町

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

固定資産税　　４期

国民健康保険税６期
税金に関するお問い合わせは

税務課（☎�２１１９）へ

今月の

納税
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町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独自調査を行いました。
11 月 12 日の測定結果は次のとおりです。（μ Sv/h）

測定場所 地表面 測定値
１ 福田小学校 土 0.05
２ 福田保育所 土 0.04
３ 木崎公会堂 土 0.21
４ 新地北工業団地 砂利 0.17
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.22
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.26
７ 狼沢集会所 土 0.21
８ 新地小学校 土 0.05
９ 尚英中学校 土 0.06
10 新地保育所 土 0.06
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.21
12 今泉農集排処理場 砂利 0.10
13 総合公園こどもの森 芝 0.11
14 新地浄化センター 芝 0.23
15 岡公会堂 舗装 0.09
16 杉目集会所 舗装 0.11
17 大戸緑地広場 舗装 0.12
18 新地町役場 舗装 0.13
19 菅谷公会堂 土 0.22
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.06
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.06
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.14
23 藤崎公会堂 砂利 0.15
24 富倉公会堂 舗装 0.09

※測定は月１回（第２火曜日）、地上１ｍ（３保育所は 50㎝の高さ）

中小企業等復旧・復興支援事業
　福島県では、東日本大震災および原子力発電所事故で被災した中小企業者等のみなさまに、事業再開に必要となる経費

の一部を補助する支援事業を次のとおり実施しています。

　支援を希望する中小企業の方は、相双地方振興局へ申請してください。

受付期限　平成 26 年１月 15 日㈬
対象者　①東日本大震災などにより工場・店舗等が「半壊以上」の被害を受けた中小企業等

　　　　※産業復興支援事業は、「全壊」の場合が対象となります。

　　　　②原子力発電所事故に伴う警戒区域等に工場・店舗等があった中小企業者等

補助内容（※補助対象となる経費については、福島県商工労働部までお問い合わせください）

１．空き工場・空き店舗等による事業再開支援事業
対象者　空き工場・空き店舗等を借りて事業再開・継続する中小企業者等

補助率　全壊・警戒区域等：補助対象経費の３／４以内　　半壊：補助対象経費の１／２以内

補助金額　25 万円以上５００万円（製造業者の場合、50 万円以上２，５００万円）まで

２．工場・店舗等再生支援事業
対象者　工場・店舗等を建て替えまたは修繕して事業再開・継続する中小企業者（被災時の従業員数を維持）

補助率　補助対象経費の１／３以内

補助金額　50 万円以上５００万円（製造業者の場合、１００万円以上３，０００万円）まで

３．産業復興支援事業
対象者　・被災工場の従業員数が１００人以上の大規模な製造業者

　　　　・被災時の従業員数の８割以上を雇用

　　　　・建て替え費用等が１億５千万円以上

補助率　補助対象経費の１／５以内

補助金額　10 億円まで

申請窓口　相双地方振興局（☎㉖１１１７）※申請書は、窓口または福島県ホームページから入手できます。

◎問い合わせ　福島県商工労働部　☎０２４－５２１－７２８０

ＪＲ常磐線復旧工事に着手
　ＪＲ東日本旅客鉄道株式会社では、年明けから常磐線
復旧（準備）工事に着手します。
　つきましては、次のとおり工事説明会を開催します。

　日時　12 月 21 日㈯
　　　　昼の部 14 時～／夜の部 18 時～

　会場　農村環境改善センター

◎問い合わせ　
　東日本旅客鉄道株式会社東北工事事務所
　常磐復興工事区（☎ 0223-23-1203）
　新地町復興推進課（☎�２１３４）

中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業　第 13 次・14 次公募

　福島県では、東日本大震災および原子力発電所事故で被災した中小企業者等の施設・設備の復旧・整備を支援するため

に「中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業」を実施しています。

　第 13 次・14 次の募集は、12 月 26 日㈭までです。希望する企業の方は、次の連絡先（福島県庁）にお問い合わせください。

受付期限　12 月 26 日㈭
対象者
　第 13 次　①津波浸水地域内の事業者　②警戒区域等見直し地域から県内の他地域へ移転して事業再開する事業者

　第 14 次　警戒区域等見直し地域に帰還（区域内の移転含む）して事業再開する事業者

◎問い合わせ
　【製造業の場合】商工労働部産業創出課　☎０２４－５２１－７２８３

　【小売卸売業の場合】商工労働部商業まちづくり課　☎０２４－５２１－７２９９

　【観光業の場合】観光交流局観光交流課　☎０２４－５２１－７２８６

　【サービス業他の場合】商工労働部商工総務課　☎０２４－５２１－７２７０

被災した中小企業のみなさんを応援します
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